


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien    市内半日 : 月水金日
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947    ウィーンの森 : 火木土

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
鉄道と船で行くヴァッハウ渓谷／鉄道で行く日帰り
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト 

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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さ
る
三
月
二
六
日
～
二
八
日
に
か
け

て
、
日
本
原
子
力
学
会
春
の
年
会
が
東

京
都
市
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
年
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
同
学
会
が

設
置
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
関
す
る
調
査
委
員
会
の

最
終
報
告
書
が
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
報

告
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
初
日
の
朝

十
時
か
ら
始
ま
っ
た
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
会

場
に
は
立
ち
見
が
出
る
程
の
超
満
員
の

約
二
百
人
が
詰
め
か
け
た
。
同
調
査
委

員
長
の
田
中
東
大
教
授
は
、
事
故
の
直

接
要
因
は
、
津
波
対
策
と
過
酷
事
故
対

策
が
不
十
分
で
あ
り
、
緊
急
時
対
策
や

事
故
後
の
対
策
、
種
々
の
緩
和
回
復
対

策
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
指
摘
し

た
。
事
故
か
ら
得
ら
れ
た
提
言
は
、
原

子
力
安
全
の
基
本
的
な
事
項
、
直
接
要

因
に
関
す
る
事
項
、
背
後
要
因
の
う
ち

組
織
的
な
も
の
に
関
す
る
事
項
、
共
通

的
な
事
項
及
び
今
後
の
復
興
に
関
す
る

事
項
の
五
グ
ル
ー
プ
、
全
五
〇
件
に
及

ぶ
個
々
の
提
言
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
原
子
力
安
全
の
目
標

の
明
確
化
と
体
系
化
へ
の
取
組
み
、
深

層
防
護
の
理
解
の
深
化
と
適
用
の
強
化
、

津
波
な
ど
外
的
事
象
へ
の
対
策
の
強
化
、

過
酷
事
故
対
策
の
強
化
、
緊
急
事
態
へ

の
準
備
と
対
応
体
制
の
強
化
、
原
子
力

安
全
研
究
基
盤
の
充
実
強
化
、
国
際
協

力
体
制
の
強
化
、
原
子
力
人
材
育
成
の

充
実
、
除
染
対
象
区
域
の
設
定
、
除
染

廃
棄
物
の
保
管
・
貯
蔵
な
ど
で
あ
る
。

特
に
、
背
後
要
因
と
し
て
、
専
門
家
の
自

ら
の
役
割
に
関
す
る
認
識
の
不
足
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
言
を
ど
の
よ
う

に
具
現
化
し
て
行
く
か
が
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
続
く
パ
ネ

ル
討
論
で
は
、
事
故
シ
ナ
リ
オ
、
テ
ロ
対

策
、
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
ど
広
範
に

わ
た
る
質
問
や
意
見
が
出
席
者
か
ら
述

べ
ら
れ
た
。
筆
者
も
想
定
外
事
象
へ
の
対

応
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
今
後
に
解
決

す
べ
き
課
題
も
少
な
く
な
い
と
感
じ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

対
比
で
は
、
両
市
で
開
催
さ
れ
る
灯
籠

流
し
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
地
下
鉄
２

号
線
の
ド
ナ
ウ
マ
リ
ー
ナ
駅
で
バ
ス
79

Ａ
に
乗
り
替
え
「
フ
リ
ー
デ
ン
ス
パ
ゴ

デ｣

で
下
車
し
、
ド
ナ
ウ
川
に
向
か
う

と
、
一
九
八
三
年
に
造
ら
れ
た
仏
舎
利

塔
が
見
え
る
。
こ
こ
に
日
本
人
の
お
坊

さ
ん
が
一
人
で
暮
ら
し
、
宗
教
を
通
じ
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
々
と
交
流
を
し
て

い
る
。
当
初
は
電
気
・
水
も
な
か
っ
た

が
、
お
布
施
や
市
の
協
力
で
住
め
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
広
島
に
原

爆
が
落
と
さ
れ
た
八
月
六
日
に
は
、
シ
ュ

テ
フ
ァ
ン
寺
院
の
前
で
原
爆
被
害
の
写

真
展
を
行
い
、
カ
ー
ル
ス
教
会
の
人
工

池
に
灯
篭
を
浮
か
べ
る
。
長
崎
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
た
八
月
九
日
に
は
仏
舎
利

塔
に
集
ま
り
平
和
を
祈
っ
て
灯
篭
を
ド

ナ
ウ
川
に
流
す
。参
加
者
の
多
く
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
や
ウ
ィ
ー
ン
に
在
住
の
外

国
人
で
日
本
人
は
少
な
い
と
聞
く
。

　

一
方
、
京
都
嵐
山
の
渡
月
橋
南
の
桂

川
で
行
わ
れ
る
灯
篭
流
し
は
、
昭
和

二
四
年
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め

灯
篭
に
よ
る
供
養
を
始
め
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
お
盆
に
は
ご
先
祖
で
あ
る
お

精
霊
（
し
ょ
ら
い
）
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

供
養
し
、
お
盆
が
終
わ
っ
た
ら
極
楽
浄

土
へ
お
送
り
す
る
。
京
都
で
は
、
お
送

り
の
行
事
と
し
て
八
月
一
六
日
に
有
名
な

五
山
送
り
火
が
あ
る
が
、
こ
の
灯
篭
流

し
も
お
送
り
の
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
お

精
霊
さ
ま
に
こ
の
灯
篭
に
乗
っ
て
い
た
だ

き
、
浄
土
へ
お
送
り
す
る
の
で
あ
る
。
灯

篭
流
し
会
場
付
近
か
ら
、
遠
く
の
大
文

字
や
近
く
の
鳥
居
形
の
送
り
火
を
見
て
、

灯
篭
流
し
と
併
せ
て
幽
玄
の
世
界
に
ひ

た
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
市
の
灯
篭
流

し
は
比
較
的
新
し
く
、
地
元
以
外
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
平
和
を

願
う
慰
霊
と
我
が
国
の
仏
教
が
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン

赴
任
中
、
そ
も
そ
も
仏
舎
利
塔
の
存
在

を
知
ら
な
か
っ
た
。
帰
国
後
に
「
月
刊

ウ
ィ
ー
ン
」
で
初
め
て
灯
篭
流
し
の
こ

と
を
聞
い
た
。
京
都
の
嵐
山
灯
篭
流
し

も
最
近
知
っ
た
。
京
都
で
も
知
る
人
は

少
な
い
と
思
う
。
今
年
の
嵐
山
灯
篭
流

し
に
足
を
運
べ
た
ら
と
思
う
。
両
市
の

灯
篭
流
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
が
撮
影
し
た

ウ
ィ
ー
ン
の
灯
篭
流
し
の
写
真
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ウィーンからドイツへ長距離路線バス

須永恒雄訳／ゲルハルト・ロート 著
「ウィーンの内部への旅」彩流社

河野純一 著
「ハプスブルク三都物語」中公新書

Wien - Bratislava 水中翼船 就航 50 年
 　Blaguss 社（ウィーン）が FlixBus 社（ミュンヘン）
と提携し、ウィーンとドイツ各都市を結ぶ長距離路
線バスの共同運行がスタート。≪ウィーン・プラハ・
ドレスデン・ベルリン≫路線、≪ウィーン・ドレスデン・
ベルリン≫夜間路線、８月初旬から≪ウィーン・フ
ランクフルト≫路線が毎日運行。これにより、ドレ
スデン、ベルリン、フランクフルト、マインツ、ヴュ
ルツベルク、ニュルンベルク、レーゲンスブルクへ
乗り換えなしで行くことができる。運賃は座席予約、
手荷物２個持ち込み、WLAN 利用込みで、ウィーン・
ベルリン片道（所要約９時間）€29 から（鉄道は
所要９時間半から10時間半で約135ユーロ）、ウィー
ン・ドレスデン間所要約６時間で€19 から、ウィーン・
フランクフルト€27 から、など。www.FlixBus.at

　ウィーンと隣国スロヴァキアの首都ブラチスラヴァはドナウ川のほとりにあり、61ｋｍしか
離れていない。スロヴァキアの船舶会社 SPaP-LOD は 1964 年から両都市間を水中翼船で結
んできた。運航は４月から10 月までの水、木、金、土、日。７月と８月は毎日。往復料金 38 ユー
ロ。所要時間は、ウィーンからブラチスラヴァは 90 分、ブラチスラヴァからウィーンは105 分。
www.lod.sk


